
の
形
成
を
進
め
る
た
め
に
は
、
三
地
区

を
含
め
た
久
下
田
北
部
第
二
地
区
約

四
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
一
体
的
に
整
備
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
今
後
は
、
周
辺
の
県
営
畑
地
帯

総
合
整
備
事
業
や
県
道
西
田
井
・
二
宮

線
の
道
路
整
備
事
業
と
の
整
合
性
な
ど

も
含
め
、
地
域
住
民
の
意
向
や
地
元
関

係
者
の
動
向
、
ま
た
、
本
市
の
区
画
整

理
事
業
の
実
施
状
況
も
勘
案
し
な
が
ら
、

久
下
田
北
部
第
二
地
区
全
体
の
整
備
の

進
め
方
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

柴　

議
員　

地
元
住
民
の
意
向
調
査
を

早
目
に
実
施
は
で
き
な
い
か
。

建
設
部
長　

平
成
二
十
五
年
度
の
予
定

で
あ
る
が
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
及

び
整
備
手
法
の
基
本
計
画
策
定
等
の
委

託
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
意
向

調
査
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。

広
域
ご
み
処
理
施
設
に
関
す
る

公
開
報
告
会
・
討
論
会
の
開
催
を

大
根
田（
悦
）議
員　

来
年
一
月
十
七
日

に
広
域
ご
み
処
理
施
設
の
起
工
式
が
行

わ
れ
る
が
、
こ
の
井
頭
周
辺
地
域
、
大

内
地
区
を
ど
う
変
え
て
い
く
の
か
、
大

内
の
将
来
性
・
真
岡
の
将
来
性
を
ど
う

捉
え
て
い
る
の
か
、
施
設
が
建
設
さ
れ

て
か
ら
十
年
後
に
ど
う
な
る
の
か
、
市

長
は
、
市
民
に
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
。

公
開
に
よ
る
報
告
会
や
討
論
会
を
や
る

べ
き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　

芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

で
は
、
広
域
ご
み
処
理
施
設
整
備･

運

営
事
業
の
事
業
概
要
や
取
組
経
過
等
に

つ
い
て
、
随
時
、
同
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
域
広
報
を
通
し
て
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
議
会
に
も
定
例

会
ご
と
に
経
過
報
告
を
行
い
、
常
に
事

業
の
進
捗
状
況
を
公
開
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
来
年
一
月
十
七
日
に
建
設

工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
本
体
工
事

に
入
る
計
画
で
あ
る
の
で
、
工
事
中
の

安
全
対
策
や
工
事
の
進
捗
状
況
を
は
じ

め
、
ご
み
処
理
広
域
化
に
伴
う
分
別
資

源
化
、
減
量
化
等
に
つ
い
て
、
同
組
合

で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
域
広
報
等
で

定
期
的
に
お
知
ら
せ
し
、
広
域
ご
み
処

理
施
設
整
備･

運
営
事
業
の
全
体
事
業

に
つ
い
て
、
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

取
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
同
組
合
で

は
、
公
開
報
告
会
等
を
実
施
す
る
と
い

う
考
え
方
は
持
っ
て
い
な
い
。

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
白
書

作
成
の
考
え
は

大
根
田（
悦
）議
員　

市
の
保
有
す
る
公

共
施
設
の
一
部
が
老
朽
化
し
更
新
時
期

を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
、
公
共
施
設
の
耐

震
状
況
や
更
新
コ
ス
ト
の
把
握
な
ど
全

庁
的
な
管
理
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
、
資
産
台
帳
に
よ
る
更
新
コ
ス
ト

の
把
握
や
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

白
書
を
作
成
す
る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

市
長　

本
市
に
お
け
る
公
共
施
設
の
把

握
、
管
理
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
財
産

台
帳
に
よ
り
土
地
や
建
物
の
面
積
、
評

価
額
、
建
築
年
次
、
主
体
構
造
、
耐
用

年
数
等
を
把
握
し
て
い
る
。
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
市
有
建
築
物
の
計
画
的
な

耐
震
改
修
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の

「
市
有
建
築
物
の
耐
震
化
整
備
プ
ロ
グ

ラ
ム
」を
策
定
中
で
あ
る
。
ま
た
、
市

庁
舎
、
市
民
会
館
、
学
校
な
ど
規
模
の

大
き
な
施
設
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
年

次
計
画
を
策
定
し
、
中
長
期
的
に
健
全

な
財
政
運
営
と
な
る
よ
う
配
慮
し
な
が

ら
、
改
修
等
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
適
正

に
管
理
運
営
し
て
い
る
が
、
施
設
の
老

朽
化
が
進
み
、
合
併
に
よ
り
施
設
数
も

増
加
し
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ

う
し
た
点
に
着
目
し
て
白
書
を
作
成
す

る
こ
と
は
、
施
設
の
一
元
的
な
管
理
に

有
効
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
市

に
あ
っ
た
白
書
の
作
成
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

真
岡
駅
西
地
区
を

新
市
庁
舎
の
建
設
候
補
地
に

髙
橋
議
員　

真
岡
駅
西
地
区
に
市
役
所

新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市

民
の
夢
が
、
希
望
が
、
元
気
が
、
そ
し

て
何
よ
り
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
地
で
の
新

庁
舎
建
設
は
、
一
石
三
鳥
に
も
四
鳥
に

も
な
る
こ
と
は
誰
の
目
に
も
分
か
る
ベ

ス
ト
な
選
択
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長　

福
田
屋
百
貨
店
真
岡
店
及
び
ベ

イ
シ
ア
真
岡
店
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

民
間
に
よ
る
開
発
行
為
と
し
て
の
利
用

計
画
が
進
行
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
の

で
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
駅
周
辺
を
再

開
発
す
る
こ
と
は
検
討
し
て
い
な
い
。

引
き
続
き
良
好
な
市
街
地
を
形
成
す
る

た
め
、
行
政
が
関
与
で
き
る
範
囲
に
お

い
て
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
駅
西
地
区
に
つ
い
て
は
、
当

該
地
区
の
用
途
地
域
が
商
業
地
域
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
周
辺
地
域
の
土
地

利
用
を
考
え
る
と
市
庁
舎
建
設
に
は
面

積
も
含
め
て
適
さ
な
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
面
積

は
、
四
千
六
十
坪
ほ
ど
で
あ
る
が
、
今

後
、
庁
舎
検
討
委
員
会
の
中
で
、
ど
の

程
度
の
面
積
が
必
要
な
の
か
と
い
う
も

の
も
出
て
く
る
と
思
う
が
、
四
千
六
十

坪
で
あ
る
と
、
駐
車
場
を
含
め
る
と
、

非
常
に
足
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
思
い
を
し
て
い
る
。
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